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立
憲
主
義
的
統
制
に
反
す
る
法
務
大
臣
の
答
弁
姿
勢
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
九
年
五
月
八
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
予
算
委
員
会
の
審
議
の
中
で
、
法
務
大
臣
は
、
逢
坂
誠
二
の
質
問
に
対
し
て

十
分
な
答
弁
が
で
き
な
い
た
め
、
予
算
委
員
会
の
与
党
理
事
が
理
事
席
か
ら
駆
け
寄
り
、
法
務
大
臣
に
助
言
を
与
え
る
行
為

や
、
理
事
席
か
ら
法
務
大
臣
に
対
す
る
助
言
を
行
い
、
法
務
大
臣
が
そ
の
ま
ま
答
弁
す
る
と
い
う
あ
る
ま
じ
き
現
象
が
引
き
起

こ
さ
れ
た
。

当
該
事
実
に
関
し
て
、
五
月
九
日
の
朝
日
新
聞
は
、
「
民
進
党
の
逢
坂
誠
二
氏
に
対
す
る
答
弁
内
容
を
自
民
党
の
（
略
）
氏

と
確
認
し
な
が
ら
答
弁
に
向
か
う
金
田
勝
年
法
相
」
と
そ
の
状
況
を
撮
影
し
た
写
真
と
と
も
に
報
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
法
務
大
臣
と
予
算
委
員
会
の
与
党
理
事
と
が
一
体
化
し
た
答
弁
は
、
権
力
分
立
と
い
う
立
憲
主
義
的
統
制
を
踏

み
に
じ
る
も
の
で
あ
り
看
過
で
き
な
い
。
か
か
る
観
点
か
ら
、
以
下
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
五
月
八
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
予
算
委
員
会
で
の
審
議
の
中
で
、
逢
坂
誠
二
が
質
問
し
た
こ
と
に
対
し
て
法
務

大
臣
が
十
分
な
答
弁
が
で
き
な
い
た
め
、
予
算
委
員
会
の
与
党
理
事
が
理
事
席
か
ら
駆
け
寄
り
、
法
務
大
臣
に
答
弁
の
た
め

に
助
言
を
与
え
る
行
為
が
あ
っ
た
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
か
。

二

一
に
関
連
し
て
、
政
府
は
、
予
算
委
員
会
の
与
党
理
事
が
理
事
席
か
ら
不
規
則
発
言
と
い
う
形
で
法
務
大
臣
に
対
す
る
助

一



言
を
行
い
、
法
務
大
臣
が
そ
の
助
言
を
受
け
て
答
弁
す
る
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
か
。

三

日
本
国
憲
法
第
六
十
三
条
で
は
「
内
閣
総
理
大
臣
そ
の
他
の
国
務
大
臣
は
」
、
「
答
弁
又
は
説
明
の
た
め
出
席
を
求
め
ら

れ
た
と
き
は
、
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
、
議
案
に
つ
い
て
議
員
が
説
明
を
求
め
た
と
き
に
は
、
「
出

席
」
し
「
答
弁
又
は
説
明
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
該
大
臣
に
十
分
な
説
明
能
力
が
な
い
た
め
、
予

算
委
員
会
の
与
党
理
事
が
理
事
席
か
ら
駆
け
つ
け
、
当
該
大
臣
が
そ
の
答
弁
の
た
め
の
助
言
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
日
本

国
憲
法
第
六
十
三
条
で
保
障
さ
れ
る
議
員
の
質
問
権
を
阻
害
し
、
違
憲
の
疑
い
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を

示
さ
れ
た
い
。

四

内
閣
提
出
法
案
に
関
し
て
、
当
該
大
臣
に
十
分
な
説
明
能
力
が
な
い
た
め
、
予
算
委
員
会
の
与
党
理
事
が
不
安
視
し
、
助

言
を
行
う
た
め
に
理
事
席
か
ら
当
該
大
臣
の
も
と
に
駆
け
つ
け
た
と
し
て
も
、
権
力
分
立
の
観
点
か
ら
、
拒
否
す
べ
き
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

五

日
本
国
憲
法
は
明
示
的
に
三
権
分
立
に
関
す
る
条
文
を
持
た
な
い
も
の
の
、
立
憲
主
義
的
要
請
か
ら
、
行
政
、
立
法
、
司

法
の
三
権
が
相
互
に
抑
制
と
均
衡
し
合
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
行
政
と
立
法
、
す
な
わ
ち
、
政
府
と
国
会
は
相
互
に
抑
制

と
均
衡
を
行
う
こ
と
で
、
日
本
国
憲
法
の
予
定
す
る
立
憲
主
義
的
統
制
を
果
た
し
て
い
る
。
か
か
る
観
点
か
ら
い
え
ば
、
国

二



会
に
内
閣
が
提
出
し
た
法
案
に
関
し
て
、
そ
の
説
明
担
当
者
で
あ
る
所
管
大
臣
が
、
質
疑
を
行
っ
て
い
る
委
員
会
の
理
事
の

助
言
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
立
憲
主
義
的
統
制
を
否
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
政
府
は
猛
省
し
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
起
き
な
い
こ
と
を
国
会
に
陳
謝
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

五
に
関
し
て
、
五
月
八
日
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
予
算
委
員
会
の
審
議
の
中
で
の
金
田
法
務
大
臣
の
行
為
は
、
日
本
国
憲
法

第
六
十
三
条
及
び
第
六
十
六
条
第
三
項
に
違
反
し
、
憲
法
違
反
で
は
な
い
か
。

七

内
閣
法
第
十
条
の
「
主
任
の
国
務
大
臣
に
事
故
の
あ
る
と
き
、
又
は
主
任
の
国
務
大
臣
が
欠
け
た
と
き
は
、
内
閣
総
理
大

臣
又
は
そ
の
指
定
す
る
国
務
大
臣
が
、
臨
時
に
、
そ
の
主
任
の
国
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
」
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
事
故
」
と

は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
の
か
。
そ
の
「
国
務
大
臣
」
に
ど
の
よ
う
な
状
態
が
生
じ
て
い
る
こ
と
な
の

か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

八

「
事
故
」
と
は
、
例
え
ば
、
「
物
事
の
正
常
な
活
動
、
進
行
を
妨
げ
る
不
慮
の
事
態
」
（
大
辞
泉
）
で
あ
る
と
承
知
し
て

い
る
。
「
主
任
の
国
務
大
臣
」
が
所
管
す
る
法
案
の
内
容
を
十
分
理
解
せ
ず
、
予
算
委
員
会
の
与
党
理
事
が
不
安
視
し
、
助

言
を
行
う
た
め
に
理
事
席
か
ら
当
該
大
臣
の
も
と
に
駆
け
つ
け
る
に
至
る
状
態
は
、
国
民
に
と
っ
て
は
、
も
は
や
「
物
事
の

正
常
な
活
動
、
進
行
を
妨
げ
る
不
慮
の
事
態
」
に
達
し
て
お
り
、
内
閣
法
第
十
条
で
い
う
「
事
故
」
に
相
当
す
る
の
で
は
な

三



い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

九

八
に
関
し
て
、
金
田
法
務
大
臣
の
答
弁
姿
勢
は
、
も
は
や
「
物
事
の
正
常
な
活
動
、
進
行
を
妨
げ
る
不
慮
の
事
態
」
に
達

し
、
内
閣
法
第
十
条
で
い
う
「
事
故
」
に
相
当
し
、
「
内
閣
総
理
大
臣
又
は
そ
の
指
定
す
る
国
務
大
臣
が
、
臨
時
に
、
そ
の

主
任
の
国
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
」
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


